
CASE STUDYサービス導入事例

SkyVisualEditorで改善を続け、
進化し続けるシステムに

図１ 見積作成画面イメージ
※実際の画面とは異なります

見積書　帳票

株式会社ネットブレインズ

管理部　業務担当 室山 明子 氏

ネットブレインズは、Salesforceの導入に続き、
Salesforce上で稼働するERP「GLOVIA OM」を導入し、
商談管理から受注、請求まで一括してSalesforceで
管理するプランを実行した。納品書、請求書といった
帳票を出力する際、GLOVIA OMの標準帳票では
ネットブレインズが必要とする内容で出力することが
できなかったため、SkyVisualEditorを採用し帳票の
デザインを内製で開発することにした。

SkyVisualEditorの採用は、内製ができ、改修も柔軟
に行えることが決め手となった。Salesforce、GLOVIA 
OMに加え、ノンコーディングで画面／帳票開発が
できるSkyVisualEditorによって、ユーザー部門の細かい
修正依頼にもスピード感のあるサイクルで対応してい
る。

業務改善として、これまでエクセルでの作成によっ
て属人化していた見積作成をSalesforceに置き換え
るプロジェクトが立ち上がった際、自由度が高いエクセ
ル に ユ ー ザ ビ リ テ ィ を 近 づ け よ う と 、
SkyVisualEditorで見積画面の開発を行った。

Salesforceでは実現できなかった複数見積明細
の一括入力や、カーソルが項目を移動すると自動計算
が実行され試算結果が表示されるなどの入力支援機
能を実装した（図1参照）。数千種類ある取り扱い製品
のマスタ化は難航し、SkyVisualEditorの拡張開発機能
で、検索機能などの個別開発を加えながら、試行錯誤

を行っている。操作が面倒だと使われなくなってし
まうため、まずは利用してもらうことを優先した柔
軟な対応が可能な点もSkyVisualEditorのメリッ
トであり、運用開始後も改善をし続けている。

この見積機能の移行により、「見積のフォーマット
が統一され、新人が業務をキャッチアップするのが速
くなりました。また、帳票類をSkyVisualEditorで
データ化することによって、社内の紙を半分に減らす
ことができました。」と、管理部の室山氏は語った。
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Excelライクな試算が可能！

複数レコードの一括入力


